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論文 

ハイブリッド図書館のためのフロアレイアウトに関する一考察 
－九州大学中央図書館への適用事例－ 

柳 炳章†   南 俊朗‡ 
<抄録>  

インターネット経由で入手できる情報が膨大になり，また，情報を探しだすための検索エンジンが高度化した

ことにより，Web を使って情報を入手するのが一般化した．電子ブックなどの図書館資料を自宅で閲覧すること

もできる．これからますますディジタル情報への需要が高まっていくであろう．図書館におけるディジタル資料

の重要性と比重も同様に大きくなると考えられる．図書館は従来の紙資料とディジタル資料の両方を扱うハイブ

リッド図書館化への道を歩んでいる．今後ますます図書館に出向かずに図書館を利用する傾向が強まるであろう．

一方，図書館には資料の提供以外に学習の場，コミュニティの人々の交流の場を提供するなどの文化的社会的役

割もある．今やハイブリッド化した図書館における“場”のあり方を根本的に見直すべき時期にある．すでに

Learning Commons などの形で利用者個人やグループでの学習を快適化する努力が大学図書館を中心に進められ

ている．本稿ではハイブリッド図書館に対する場の構築策としてワンストップサービスの実現を提案する．館内

をテーマ別のレイアウトに再構成することにより利用者は同一エリアに滞在しつつハイブリッド資料や人的サー

ビスを享受することができる．このようなサービスの統合化により，利用者の図書館への関心をより一層高める

ことができる． 

<キーワード>  ハイブリッド図書館，フロアレイアウト，ワンストップサービス，Learning Commons 
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1. はじめに 
大学図書館の使命は大学における教育・研究の核心

となる基盤施設として大学教育に必要な各種情報資料

を収集・組織化・保存し，利用者の研究・教育・学習

のための要求に効果的に応えることのできるサービス

を提供することにある．図書館は情報通信技術（ICT, 

Information and Communication Technology）の発達によ

るディジタル化やインターネット化などの情報環境の

変化やそれになじみのある利用者の情報要求や資料お

よび情報利用形態の変化を積極的に受け入れなければ

ならない．図書館はこのような変化に効果的に呼応す

るために変化し続ける必要がある[25]． 

従来多くの図書館において閲覧エリアのレイアウト

は資料の形態を基準に開架閲覧室，参考図書コーナー，

新聞雑誌閲覧室，視聴覚室，パソコン室（情報サロン）

などと区分されてきた．しかしディジタル技術の普及

に伴い電子リソースの比重が高まって来ている現在，

図書館は紙媒体の図書や雑誌などの従来資料とディジ

タル形態の電子資料が混在したハイブリッド型へと変

化しつつある．これからの標準となるであろうハイブ

リッド図書館における資料やサービスの提供はどうあ

るべきであろうか？本稿では特に建物あるいは場とし

ての図書館，特に館内のレイアウトに関して，そのあ

るべき形態に重点を置いて考察を進める． 

本稿では，ハイブリッド図書館に対する館内エリア

レイアウトを資料の主題（テーマ）に基づいて行い，

それにより利用者指向のワンストップサービスが実現

できるとの仮説に基づき議論を進める．従来とられて

きた資料の物理的形態に基づくエリア配置の場合には

利用者は学習や調査に必要な資料の形態に合わせて館

内を移動する必要があった．エリア区分をテーマ別に

することにより，利用者は，そのような移動なしに学

習や調査に集中することができる． 

1990 年代序盤に米国の大学図書館を中心に情報環

境および利用者のサービス要求変化に対応することを

目的に Information Commons が導入され始めた[18]．

Information Commons は技術とディジタルリソースに

対する重要性を強調する概念である．現在では，その

概念に教育と協業を強調し，それを包括する Learning 
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Commons として発展している[24]．しかし，Learning 

Commons の場合も図書館スペース全体の中で１つの

スペースを確保するものになっており，本稿の視点か

らはワンストップサービスが実現されていない点に問

題がある． 

本稿では九州大学中央図書館を例に，本アイディア

に基づくレイアウト案を提案する．九州大学では現在

伊都キャンパスへの移転を進めており，現中央図書館

も将来伊都地区の新中央図書館に移転されることにな

る[15]．新中央図書館の設計に役立つ知見を提供する

ことが本研究のもう１つの目的である． 

本研究においては文献調査，九州大学附属図書館の

各種統計資料分析，現中央図書館のフロアレイアウト

図面および現地調査などを行った．それに基づき中央

図書館の主要な階である 2 階と 3 階おける利用者中心

のワンストップサービスを提供するハイブリッド型図

書館の新しいレイアウトモデルを構想した． 

本稿は以下次のように構成される．まず第 2 節では

図書館を巡る環境の変化を検討する．その変化により

図書館資料は「所蔵からアクセス」へと変化している

ことを確認する．次に第 3 節では建築物としての図書

館の基本的評価基準を検討する．図書館は単なる建物

ではなく図書館機能を盛り付けるための器であるとの

認識が重要である．このような準備を経て第 4 節にお

いて九州大学中央図書館の現状を把握する．初めに現

状分析を行い，それを踏まえて現状を評価する．第 5

節において中央図書館をワンストップサービス提供の

ためのハイブリッド図書館にする変更策を考案する．

最後に第 6 節において本稿全体の議論をまとめる． 

 

2. 社会的・技術的環境変化と図書館 
図書館に限らず建築物は単にその形状や抽象的なス

ペース的構造だけに基づいて理解することはできない．

建築物は内在的な自律的原理だけを基盤に建築される

もののではなく，その時代の社会的，文化的，技術的

環境の中で設計され建築されるものであるからである

[2]．したがって図書館や図書館建築について議論する

ためには文化的背景や図書館の役割，図書館サービス

に対する利用者や社会からの期待などを踏まえる必要

がある．本節ではまず図書館を取り巻く環境の変化を

社会的側面と技術的側面から考察する． 

 

2.1. 社会的環境の変化 
IT 革命とも称される情報通信技術の発達は我々の

社会に大きな変化をもたらした．現在，スマートフォ

ンなどの携帯情報端末を用いることにより我々はいつ

でも，どこからでも情報にアクセスできるユビキタス

環境を手に入れた．情報の伝達と並んで大量情報を安

価かつ高速に保存する技術も大きな発達を遂げた．そ

の結果，我々の社会はこれまでの産業化社会から情報

化社会へと変化し，図書館サービスに関するパラダイ

ムにも大きな変化をもたらした．それに伴い図書館の

機能変化が必要となった（図１）．最近はオンラインデ

ータベースを軸にした情報提供と図書館協力を通した

各種資料の提供がますます増加する傾向にある． 

情報概念の変化や社会的パラダイムの変化は米国を

中心に大学図書館が Information Commons を導入する

などの大きな変化をも引き起こしている．韓国政府で

も情報伝達および保存媒体のディジタル化に適合した

図書館サービスを提供するために 2000 年に『図書館情

報化総合計画』を制定し全国の公共図書館にディジタ

ル資料室を設置した[23]．また国立中央図書館は 2009

年に Information Commons を基盤とした国立ディジタ

ル図書館（dibrary，ディブラリ）を新しく建設した[6]． 

 

2.2. 技術的環境の変化 
 

2.2.1 ディジタル情報技術の発達と情報媒体の増加 

ディジタル情報技術の発達で情報が量的に拡大され

多様な形態を帯びながら情報伝達および保存媒体がデ

ィジタル化，マルチメディア化，ネットワークメディ

ア化されている．それにより，印刷資料中心の情報メ

ディアは CD，DVD，コンピュータファイル，データ

ベース（DB），e-Book，e-Journal，e-Learning，ビデオ

オンデマンド（VOD），ウェブ DB などとディジタル

メディア資料が多様化され各種情報資料がオンライン

データベース化およびマルチメディア化されてきた． 

韓国における大学図書館の全体資料購入費に占める

電子情報購読費の割合は，2002 年度は 14.6%であった

が，その後持続的に増加し，2005 年度の 22.1%を頂点

に 20%台を維持している．そして，2007 年には，電子

情報購読費中の電子ジャーナル購読費の割合は 50.8%，

ウェブ DB 購読費の割合は 38.5%等と電子情報購読費

の大部分を占めている． 

韓国教育学術情報院（KERIS，Korea Education & 

産業化社会 

 

 
情報収集・管理中心 
図書館電算化 
印刷資料中心 
 
供給者（管理者）中心 

所蔵概念の資料購入 
自立型図書館 

情報化社会 

 

 
情報サービス中心 
図書館ディジタル化 
マルチメディア／Web 環

境中心 
需要者（利用者）中心 
アクセス概念の蔵書構築

ネットワーク型図書館 

図1 社会的パラダイムの変化に伴う図書館の機能変化

[23] 
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Research Information Service）の研究情報サービスシス

テム（RISS，The Research Information Service System）

の学術情報利用状況（図 2）によると学術情報の検索

件数や原文利用件数は毎年増加している． 

最近ではディジタルおよびマルチメディア資料に対

する閲覧環境および配架に関する議論が活発化してい

る．たとえば旅行に関する図書や雑誌をディジタルお

よびマルチメディア資料とともに配架し閲覧できる環

境を構築すれば同じテーマに対するすべての資料を統

合的に閲覧できるメリットがある．しかしこのような

閲覧環境はディジタルおよびマルチメディア資料の閲

覧に必要な機器の設置場所やスペースに関する新たな

問題を伴う． 

しかし ICT技術の発達により図書館環境が印刷媒体

中心の伝統的な図書館サービスにディジタル図書館サ

ービスが加味されたハイブリッド図書館として進化し

た結果，相互貸借サービス，分担目録など協力型図書

館サービスが増加しており，図書館建物の企画時には

フロアレイアウトに関してこのような変化に呼応した

適切な設計を行うことが望まれる． 

 

2.2.2 ユビキタス環境に伴う図書館の変化 

ユビキタス技術の進展により，これまでのようなデ

スクトップPCによるネットワーク接続だけではなく，

様々な場所からのネットワーク接続が行われるように

なった．利用者が必要とする情報を得るために図書館

を訪問する必要性は順次減少しており iPad の登場[19]

はこれをより一層加速するものと見られる．それだけ

でなくアメリカの主要大学図書館では本のないディジ

タル図書館の設立を，先を争って推進している[16]. 

これと共にユビキタス社会への進展は情報利用者の

情報利用形態を変化させ，図書館ではこれに適合した

分野別データベースなどのディジタル情報源を開発し，

提供しなければならない．それだけではなくユビキタ

ス情報空間においてリアルタイムに生産される情報を

収集・加工することにより図書館利用者が情報の品質

を信頼することができるようにし，全世界の知識情報

にアクセスし利用する，ポータルサイトとしての図書

館の役割を強化するなど図書館サービスの領域を拡大

しなければならない． 

 

2.2.3 ネットワークを通した協力型図書館サービス 

図書館におけるネットワークに関しては図書館側と

利用者側の２つの視点から捉える事ができる．図書館

側の視点からのネットワークはそれぞれの図書館が

“所蔵”概念の資料購入に注力してきた慣例を“アク

セス”による蔵書源の開発という概念と共に資源共有

活用や協同での収集，共同目録等を通した図書館間の

ネットワークである． 

利用者側の視点からは図書館に長時間滞在しながら

該当図書館の資料を直接利用することと，地理的に直

接利用するのが難しい図書館の図書館資料を相互貸借

を通じて貸出・返却する活動などがある．したがって

大学図書館の建築設計においては図書館間の協力活動

のためのスペースが確保されなければならない． 

 

3. 建築物としての図書館の評価指針 
 

3.1. 環境の変化と図書館建築 
大学図書館は大学の学術研究基盤施設とし，利用者

の研究および教育・学習などのための利用要求に効果

的にサービスを提供しなければならない．図書館建築

は単なる建物ではなく図書館機能を盛り付ける器であ

る．したがって大学図書館の目的と機能を充足するた

めには建物の立地および方位，動線，規模およびレイ

アウトなどが合理的かつ経済的であり，融通性，簡易

性，アクセス性，拡張性，多様性，安楽性，安全性な

どがあまねく整えられており，利用者の多様な要求と

情報伝達メディアの変化，図書館環境の変化など様々

な変化に対応する必要がある． 

 

3.2. 立地 
図書館をどこに建設するかは，どういう建物にする

かよりも何倍も重要である[21]．2007 年度の韓国読書

振興に関する年次報告書によれば公共図書館を利用し

ない理由は，学生の場合“図書館が家から遠いから”

が 38.2%で最も高かった．また，日本の都心地公共図

書館における利用者らの図書館選択の第１の理由はア

クセス性である[23]．公共図書館と同様に大学図書館

においても図書館の場所は図書館の利用率に絶対的な

影響を及ぼす．利用者の生活動線に近接していて人々

の移動が多く，交通の便が良く，１人でも利用しやす

い場所が最適である．将来の拡張のための余裕があれ

図2 学術情報利用状況[5] 



九州大学附属図書館研究開発室年報 2009/2010 

- 4 - 

ば，更に好適地である． 

図書館建築物の方位に関しては，閲覧室の場合は太

陽の光が直接入らなく，閲覧を妨げるものがなく，ま

た資料の保存にも有利な北側や東側に面するようにし，

可能な限り南側と西側は避けた方が良い． 

敷地の形状は長方形が望ましく，多様な形態でのア

クセスを可能とするために 2 つの道路に面した場所が

望ましい．いずれの道路へも出入りが容易で，平坦な

敷地もしくは平坦でない場合でも平坦な出入口を確保

できる場所が望ましい．車椅子用駐車スペースは雨天

時の利用も考慮して設置し，将来増設される可能性が

あれば初めからそれを計画に反映させて図書館の建設

場所を決定すべきである． 

 

3.3. 動線 
図書館の動線は大きく外部動線と内部動線からなる．

外部動線は利用者や職員などの歩行者動線と利用者車

両やサービス車両などの車両動線とに分かれる．内部

動線は１つのフロア内で移動するための水平動線と異

なる階の間を移動するための垂直動線に分かれる． 

内部動線は更に利用者動線，職員動線，図書館資料

の移動のための動線の３つに区分することができる．

利用者動線と職員動線はできるだけ交差しないように

し，また可能な限りそれぞれの動線が短くなるように

設計すべきである．動線相互間の交差を避けるために

は動線の種類により出入口を別に設けるのが望ましい．

また業務処理の効率性と資料アクセスの便宜性を最大

化する方向で動線設計を行わなければならない． 

 

3.4. 規模及びレイアウト 
図書館の規模は当該図書館の機能，リソースの水準，

蔵書数，利用可能なスペース，他図書館との近接性な

どの要因により決定される．これらの要因は大学毎に

異なるため大学図書館が必要とするスペースに関する

普遍的な基準を設定するのは難しい．図書館の適正規

模はその図書館全体に対して予想される資料計画や利

用予測などに基づいて各スペースに必要な面積を算出

し，それらを十分に満足できるように定めると良い．

それと同時に効率的に運営できる規模で施設内部の

様々な設備の規模がその施設全体の規模に適合してい

るかもチェックする． 

図書館におけるスペース計画は，今後は伝統的なレ

イアウト方式に対する考えから抜け出さなければなら

ない．現在ほとんどすべての人々は情報を検索する時

まず Web を先に利用する．学術研究のための資料も原

版的にディジタル資料に変わりつつある．教員や学生

はディジタル情報を検索し，入手し，処理する．彼ら

が図書館で情報を探す際の紙資料の利用は今後ますま

す減少していくことになる[4]．したがって図書館を新

しく建設したりリフォームしたりする時には，まず物

理的資料や（ネットワークをベースとした）ディジタ

ル資料をどのように閲覧室に配置すればこれらの資料

の特性が強化され利用者に役に立ち，そして便利に利

用されるのか否かを考えなければならない． 

一般的に図書館のレイアウトは紙資料とディジタル

資料を置く本棚群や閲覧席，そして，IT 基盤の個人お

よびグループ別に区分された多様な学習スペース，休

息およびコミュニティのためのスペース，保存書庫，

展示エリア，レファレンスなどのサービスカウンター，

相互貸借用スペース，事務室や作業のためのスペース，

ロビー，出入口などで構成される．特に，大学図書館

は学術研究の基盤施設であるため研究，教育，学習な

どが互いに調和を作り出せるように配慮し，利用者の

要求を満足させるための多様な設備を整えなければな

らない． 

図書館内部のレイアウトは未来のためのスペースを

確保し，また今後の変更可能性を勘案して計画されな

ければならない．ドイツ図書館協会[20]は図書館構造

の重要な基本原則として“各図書館に正規の教育を受

けた責任者級専門家の司書の配置と適切な図書館奉仕

のための機能的に設計された建物やスペースの配置”

等を提示している．そして，スペース計画は可読性と

可変性があるように重なった各階の間のオープンな構

造で階段と中二階（Mezzanine）方式に従ったスペース

で行い，平面計画はオープンプランで利用者層などに

よって領域を区分するのが良い．また，閲覧者が自由

に資料を探し，その近くで閲覧できるように機能的な

配置を通じて閲覧者の多様な欲求を解決するのが望ま

しい． 

図書館の規模とスペース計画においては本棚と本棚

の間隔も考慮されなければならない．車椅子を用いる

利用者に配慮すると，利用者が多い開架閲覧室の本棚

間隔は 2.1～2.4m にするべきである[3]． 

 

4. 九州大学附属図書館運営状況およびレイアウト

の分析 
 

4.1. 九州大学附属図書館の状況 
本節では九州大学附属図書館年報や要覧[8-14]を主

な情報源として附属図書館の現状を分析する．九州大

学は現在伊都キャンパスへの移転を進めており，附属

図書館もそれに適応した変更を行っている．2009 年度

からは従来六本松キャンパスで行われていた全学教育

が伊都キャンパスに移転した．それに伴って六本松分
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館の閉鎖や伊都図書館の拡充，嚶鳴天空広場

Q-Commons（図 3）の新設などの変化が起こっている．

これらの変化が入館者数などにどのような影響を与え

ているかは正確には把握できないものの，図書館利用

の活発化の観点からはプラスに働いていると見られる． 

 

 

図 4 1 日平均入館者数 

 

九州大学附属図書館全体および中央図書館における

1 日平均入館者数の推移を図 4 に示す．図書館全体に

関しては 2005 年度まで順次増加したものの 2006 年度

から 2007 年度にかけて減少し，その後再び増加に転じ

た．一方中央図書館に関しては 2007 年度までは緩やか

な減少状況が続いていたが，2008 年度以降増加に転じ

ている． 

入館者数の減少に関しては，資料のディジタル化（特

に e-Journal）の導入が進んだ結果，図書館に出向かな

くても研究室などからオンラインで資料にアクセスで

きるようになったためと考えられる． 

ここ数年の増加傾向に関しては，入館者数の増加を

図る努力の結果も反映されているものと思われる．図

書館にとって情報を蓄積・保存し，利用者に提供する

ことは重要であるが，利用者は情報を検索したり図書

を借りたりする目的だけで図書館を訪ねてくるのでは

ない．資料に囲まれた静粛な環境で学習したり，仲間

と議論しつつ学習したり，新聞や雑誌を読んで気分転

換したり，時には同僚とコーヒーを１杯飲みながらコ

ミュニケーションを図ったりするために図書館を訪れ

るものである[1]． 

Information Commons を設置した後の図書館利用率

の調査によればWestminster 大学Giovale 図書館の場合，

約 20%，Indiana 大学図書館の場合，約 20%，Iowa 大

学図書館の場合，約 15%，New Orleans の Loyola 大学

図書館の場合，13.8%，そして，Western Ontario 大学の

King’s College 図書館の場合，420%と記録的な増加を

見せている[17]．中央図書館でも 2009 年度にきゅうと

コモンズと名付けられた学習のためのフリースペース

を２階に設置した（図 5）．2010 年度には PC も使える

ようになった．きゅうとコモンズにおいても椅子やテ

ーブルの配置を自由に変えることができる．ついたて

を用いて個室のような使い方も可能であり，グループ

で話し合いながらの利用も許されていることもあって

利用者に好評である．また，研究室のゼミにも利用さ

れている．今後の利用増加に期待したい． 

 

 

図 6 貸出冊数 

 

図書の貸出冊数（図 6）は全館分に関しては 2005 年

度から 2007 年度にかけて増加し，その後その水準を保

った状況である．中央図書館の場合は大きな増減がな

い状態で推移している．資料のディジタル化が進展す

る中で貸出冊数が維持されていることは，学習テキス

トなどとして一定の需要が継続されており，今後も同

様の需要が継続することを表しているものであろう． 

図 3 嚶鳴天空広場Q-Commons（伊都キャンパス） 図 5 きゅうとコモンズ（中央図書館 2 階） 



九州大学附属図書館研究開発室年報 2009/2010 

- 6 - 

 

 

図 7 情報検索サービスの利用回数 

 

情報検索サービスの利用回数（図 7）は 2005 年度に

急激に増加し，その後同様の水準を保っている．この

結果は利用者が学習と研究に必要な情報を本よりもイ

ンターネットを利用したデータベースに依存する傾向

にあることを示している． 

 

図 8 雑誌受入種類数 

 

雑誌の受入種類数（図 8）を分析してみると，以前

は印刷媒体の比重が高かったが 2005 年度には電子媒

体（e-Journal）の比重が印刷媒体の比重を初めて超え，

その後，その差は一層広がって 2008 年度には 71.4%を

占めている． 

 

 
図 9 電子ジャーナルの利用件数 

 

電子ジャーナルの利用件数（図 9）の分析でも 2007

年度を基点に爆発的に増加している．したがって学術

雑誌に関しては今後大部分がe-Journalに代替されるも

のと見られる． 

 

 
図 10 資料費 

 

資料費（図 10）においても従来は印刷媒体の比重が

高かった．2006 年度には雑誌・新聞費が 39%で最も多

く，電子ジャーナルが32%，図書費が29%の順である．

2007 年度以降は電子媒体の比重が全体資料費の約半

分となっている．2008 年度には電子ジャーナル 47%，

図書費 31%，雑誌・新聞費 22%等となっている．その

比重は今後，より一層増加するものと見られる． 

 

 

図 11 レファレンス件数 

 

レファレンス件数（図 11）は 2003 年度を過ぎてか

らしだいに減少する傾向を見せている．質問の形態は

所在調査や利用指導など司書らの専門的な知識を要求

されないものが主である． 

九州大学中央図書館の場合はレファレンスカウンタ

ーが2階にのみあるため3階の利用者には不便である．

一方，レファレンスカウンターが 2 階に設置されてい

ることは 2 階ホールに設置されている第 1 情報サロン

の利用者にとっては，情報検索に関する技術的な質問

をするのに好都合であり利便性が高い． 

レファレンスの活性化のためには新しい情報技術の

変化とこれに伴う利用者の要求変化に対応するレファ
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レンスカウンターの配置や司書らのレファレンスに対

する姿勢の変化，そして利用者の意見を反映させたサ

ービスの設計などが必要である． 

レファレンス記録によると IT 技術関連の質問が最

も多い．情報技術およびインターネットの発達で利用

者は印刷媒体よりも電子媒体を好むことの１つの表れ

であろう．韓国果川市図書館の金銀子氏が附属図書館

研究開発室訪問研究員であった当時行った閲覧テーブ

ル利用状況調査によると，開架閲覧室の利用率が約 20

～55%であるのに対して情報サロンの利用率は 90%を

越えている． 

図書館は利用者がすべての図書館蔵書やディジタル

図書館に簡単にアクセスできるようにしなければなら

ない．物理的蔵書やディジタル蔵書はお互いを強化す

るが，ディジタル蔵書は明確にさらに早く増加するで

あろう[4]．九州大学における統計分析やオランダ国立

図書館の 2010-2013 年戦略計画にもあるように学術資

料中心の大学図書館ではディジタル資料の比重はより

一層高まるであろう．図書館は人と情報を連結する場

である．利用者が来ない図書館は存在理由を喪失する．

これまでの伝統的な物理的蔵書中心の閲覧室のレイア

ウトの考え方から印刷媒体とディジタル媒体が融合す

るテーマ毎の新しいレイアウト方式を考慮しなければ

ならない時期に来ていると言える． 

 

4.2. 九州大学附属図書館中央図書館のレイアウト分析 
 

4.2.1 中央図書館の概要 

九州大学中央図書館は 5 階建ての建物であり，延面

積は 13,668 ㎡である[9]．2010 年 3 月 31 日現在，蔵書

数は 937,970 冊であり，所蔵雑誌の種類数は 29,831 種

である[14]．資料は地階書庫， 1 階書庫，そして 2 階，

3 階，4 階の書架などに配架されている． 

図 12 に示すように 2 階には総合案内（貸出・返却）

およびレファレンスや相互利用のカウンターが設置さ

れている．また第 1 情報サロン，ラウンジ（リフレッ

シュルーム），新聞閲覧室，Learning Commons（きゅう

とコモンズ），参考図書コーナー，新着雑誌室，自由閲

覧室，コピー室，事務室などもあり，利用者支援の中

心的役割を担っている． 

3 階のレイアウトを図 13 に示す．3 階には国際交流

コーナー，第 2 情報サロン，演習室，AV コーナー，

放送大学受信室，開架閲覧室，研究個室，マイクロ資

料室などが配置されており，閲覧スペースとしての中

心的な役割を担っている． 

その他１階と地下１階には書庫が設けられている．

１階の書庫には 2 階，3 階で相対的に利用が少なく，

古くなった図書館資料が保管されており，利用者は自

由に利用できる．地階には一般の書庫に加えて保存書

庫も設置されている． 

 

4.2.2 レイアウト分析 

レイアウトの基本になる図書館の方位を分析してみ

ると閲覧スペースに関しては相対的に直射日光の影響

が少ない北東や南東側に面しており図書館資料を閲覧

したり保存するのに良い条件を持っている． 

図書をはじめとする多様な資料の貸出と閲覧は図書

館の基本的な活動であり，建物の主要階はそのような

施設を中心に構成されることになる．そして，そこを

中心にサービスカウンター，レファレンスカウンター，

コピー室などの設備により構成される．九州大学中央

図書館の階別配置は地階や 1 階は書庫，2 階は参考図

書および雑誌・新聞，サービスカウンターやレファレ

ンスカウンター，出入口など，そして 3 階は図書閲覧

室などとなっている． 

利用者は 3 階で資料を閲覧しつつ，追加で必要な資

料が1階書庫にある場合は，2階を経なければならず，

またレファレンスを受けるために，また本をコピーす

るために 2 階に移動をしなければならない．これは動

線上の欠点と言える． 

ところで 2 階と 3 階の内部移動階段へは普段扉を閉

めたままになっている．その理由が階段を利用する時

の騒音にあるのであれば，騒音の少ない建築材料によ図 12 ２階レイアウト 

図 13 ３階レイアウト 
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り補うなどして，普段開放しておけるようにすれば，

視覚的な連結や利用者への通路の認知などの面で，よ

り利用しやすくなるであろう． 

2 階開架閲覧室は資料を閲覧できるスペースとして

の機能が縮小された．図 7 の情報検索サービスの検索

回数や図 9 の電子ジャーナル利用件数を見ると，多く

の利用者は参考図書や新着雑誌をインターネットを通

じて閲覧しているものと推測できる．自由閲覧室は中

央図書館閲覧テーブル利用状況調査によると利用率が

21.3%で最も低い．これは自由閲覧室の役割が以前ほ

ど重要でなくなったことを示していると考えられる．

したがって 2 階の閲覧スペースは全面的な再構成を考

える必要があると判断できる． 

3 階の AV コーナーも利用できる資料の不足と並ん

で，その機能が PC で代替されたため利用者が殆どな

いようである．大学図書館利用者にも教養を増進し，

文化生活を楽しむことができるスペースが必要である

ことを考慮し，利用者の意見も踏まえ必要ならば装備

の交替と資料の収集を通じて活性化を模索しなければ

ならないであろう． 

4 階の視聴覚室は旧館に新館を建て増しによって新

たに建設された施設であり，出入口が図書館の主出入

口の正反対にあるためアクセスが不便で活用度が落ち

ているようである． 

各閲覧室の閲覧テーブルは大部分が 6 人用であり，

集中的に配置されており利用率が低調のようである． 

中央図書館は図書館が建設されて以来長期間経って

いるため車椅子を利用する障害者に対する配慮が相対

的に不足している．主出入口は傾斜が激しく，また階

段になっていて車椅子を利用する利用者は 1 階にある

職員用出入口を利用しなければならない．閲覧室の本

棚と本棚の間，閲覧テーブルの間，書庫内の書架の間

など車椅子で利用するには間隔が不足している． 

反面インターネットを利用できる情報サロン，コミ

ュニティスペースである図書館ラウンジ（リフレッシ

ュルーム），きゅうとコモンズなどの利用は非常に活性

化されている．利用者に図書館を利用してもらう重要

な要素はインターネットをはじめとする情報技術を活

用できる条件やリラックスできるスペース，コミュニ

ティスペースであることが分かる． 

2 階，3 階の閲覧スペースは図書館環境の変化と利用

者の要求変化に対応し，変化が必要であると判断され

る． 

 

5. 九州大学中央図書館のレイアウトの変更提案 
本節では九州大学附属図書館の運営状況および中央

図書館のレイアウト分析に基づいて中央図書館のレイ

アウトの変更案を構想する． 

館内スペースの構成を考えるに当たり，次の事項を

盛り込むことを意図した． 

（１）既存のスペースおよび建物の形態を最大限活用

する． 

（２）利用者および管理者の動線を考慮する． 

（３）全体スペースを紙資料およびディジタル資料ス

ペースを中心にワークステーション（PC）スペ

ース，閲覧スペース，学習・研究スペース，文

化スペースなどに区分する． 

（４）各階における資料の配置は人文科学，社会科学

など大きな 2 つの分野のテーマにより区分し，

その中で利用率が高いテーマをアクセス性の良

い 2 階に配置する．またそれぞれの階でも利用

率の高いテーマ分野を出入口近くに配置する． 

（５）すべての閲覧テーブルにはノート PC を使える

ようにコンセント，LAN 施設(有線および無線)，

個別照明などを設置し，PC スペースにはソファ

やテーブルを設置する．そして，閲覧用として

1 人用，2 人用，4 人用，さらに地図などのサイ

ズの大きな資料を閲覧できるテーブルなどを用

途に合わせて適切に配置し，向かい合うテーブ

ルは他の人の視線があわないように配慮する． 

（６）各階の出入口にレファレンスカウンターを設置

し，質問に対する応答と PC に対する技術的支

援が可能なように配慮する．また職員がその階

の様子を見渡せるような場所にレファレンスカ

ウンターを設けるよう努める． 

図書館の環境変化により図書館利用者らの図書館に

対する要求も変化している．このような利用者の要求

変化に図書館サービスが適切に対応をすることができ

なければ図書館運営の活性化に影響を及ぼすものと見

られる． 

このような方針に基づき考案した 2 階と 3 階の再配

置案をそれぞれ図 14 と図 15 に示す．本研究による閲

覧室レイアウトの最も大きな特徴は利用者が研究，教

育，学習に必要とする情報を検索するのに現在は伝統

的な紙資料よりもディジタル資料に対する比重がます

図 14 2 階再配置案 
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ますもっと大きくなっていることに配慮した． 

エントランスホールにある既存の第 1 情報サロンは

短い時間の間簡単な情報検索のためのインターネット

利用者やメールを確認する利用者のために残し，それ

ぞれの階にも利用者向け PC を分散配置した． 

2 階の参考図書，新着雑誌なども各階に他の資料と

ともにテーマ毎に配置し，利用者が同じ主題の資料は

資料の形態と関係なく１つの場所で探し，利用できる

ワンストップサービスのハイブリッド型図書館を基本

とした． 

また，図書館で研究，教育および学習が同時に行え

るように現在 2 階にある自由閲覧室と 3 階にある開架

閲覧室を討論および学習スペースとして活用すること

にした． 

2 階のレファレンスカウンターは 3 階にも追加新設

した．その位置は可能な限り閲覧室の中央に設置し，

利用者ら利便性を高めるように工夫した．レファレン

スカウンターの場所は職員の視線がすべてのスペース

および施設に行き届くことができる位置に設置するこ

とが最も望ましいが，既存スペースの形態的制約(旧館

および新館が分離されている)によりやむをえず各階

の閲覧室の出入口に置き，動線を考慮して背後に職員

の作業スペースを設けた． 

活用がさほど活発でない 3 階の AV コーナーは各階

に分散・配置し，利用者の便宜性を図り，特に利用者

の教養増進と余暇活動も重要なためマルチメディア資

料の利用を活性化するために資料の積極的な収集が必

要であると判断した． 

既存の AV コーナーには新館の同じ階にある研究個

室を設け，1 人での研究もしくは 2 人以上での研究や

討論のためのスペースとして利用できるようにした．

既存の演習室と併せ多様なスペースを用意しておき，

利用者は必要により選択できるようにした． 

2 階はメインエントランスがある主要階であり，中

央ホールの玄関入口にある総合案内/貸出・返却デスク，

図書館ラウンジ（リフレッシュルーム），新聞閲覧室な

どは既存の施設をそのまま活用することとし，第 1 情

報サロンはインターネット利用の一部機能だけを残し，

残りのスペースにはギャラリーを新設した．当初はギ

ャラリーの場所に教養雑誌や新聞などを読むことがで

きるブラウジングエリアとギャラリーを共に置くこと

を考えたが，図書館ラウンジにはすでにブラウジング

機能があるためギャラリーを単独設置することにした． 

閲覧室入口には中央ホールにあったレファレンスカ

ウンターを移し，利用者の近くでレファレンス質問に

対する応答と PC 利用者に対する技術的支援が可能な

ようにした．既存の複写室の一部は職員の作業スペー

スとして使えるようにした． 

参考資料の本棚は紙資料利用者とマルチ資料利用者

が同時に利用することができるようにマルチ資料閲覧

テーブルと紙資料閲覧テーブルの間に配置し，紙資料

利用者への視覚的妨害要素を遮断するのに役に立つよ

う配慮した． 

閲覧室内には動線を考慮し，研究，教育および学習

のためのスペースを個人およびグループ別に多様な形

態で設置することが望ましいものの，既存建物の形態

をそのまま活用し，自由閲覧室は大人数での討論およ

び学習スペースとした． 

3 階にある国際交流コーナー，演習室，放送大学受

信室，第 2 情報サロンなどは既存の施設をそのまま活

用し，AV コーナーは閲覧室のマルチ資料エリアに移

動・配置し，そこに 3 階新館の研究個室を移転し，講

義室，演習室などと共に個人およびグループ別の多様

な研究，討論，学習スペースとして使えるようにした．

既存の開架閲覧室は中規模人数での討論および学習ス

ペースとした． 

 

6. 結論 
ハイブリッド図書館は伝統的な紙資料とディジタル

資料が結びついた図書館概念である．本稿では，テー

マ別に分かれたエリア内に，メディアの違いによらず

すべての資料を配置することにより，利用者にワンス

トップサービスを提供する視点を採用した．この視点

に基づいたレイアウトにより，ハイブリッド図書館に

おける最良のサービス形態が実現できる．様々な図書

館機能をテーマ別に統合化することにより，利用者へ

の教育・研究環境，そして協力関係の構築を支援する

Learning Commons の概念を図書館全体に拡張するこ

とができることを強調した． 

本稿ではまた，九州大学中央図書館を対象にそのよ

うな図書館モデルを実現する案を考案した．九州大学

附属図書館は現在 7 つの図書館から構成されており，

それらを代表するのが中央図書館である．大学が進め

ている伊都キャンパスへの移転計画により 2017 年ま

図 15 3 階再配置案 
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でに中央図書館の機能は伊都地区に移ることになって

いる[15]．本稿では現中央図書館のスペースをハイブ

リッド図書館として再配置することを試み，その結果

が新しく建設される新中央図書館の建築計画に１つの

例を提供することをも意図した． 

大学図書館は大学の学術研究基盤施設として利用者

の研究および教育・学習などのための利用要求に対し

て効果的にサービスを提供しなければならない．この

ために大学図書館は社会・文化的環境，図書館環境，

図書館機能などの変化に応じて変わらなければならな

く，施設もこのような変化に対して機能的に充足され

る必要がある．図書館の建物は単なる建物ではなく図

書館機能を入れる器である．図書館の目的と機能を充

足するためには建物の立地および方位，動線，規模お

よびレイアウトなどが合理的で経済的であり融通性，

簡単性，アクセス性，拡張性，多様性，安楽性，安全

性などをあまねく整え，利用者の多様な要求と情報伝

達媒体の変化，図書館環境の変化など多様な変化に対

応しなければならない． 

九州大学附属図書館の利用状況分析を通じても明ら

かなように，今後紙資料の利用は減少し，それに代わ

ってディジタル資料の利用が大きく増加することが想

定される．図書館は人と情報を結びつける場である．

利用者のいない図書館は存立目的を喪失することにな

る．情報通信技術（ICT）が高度に利用されるように

なった現在およびこれからの図書館は従来の枠組みに

囚われることなく利用者の要求の変化に応えていく必

要がある．そのためには図書館マーケティング[7, 22]

機能を強化していくことが望まれる．図書館建物のス

ペース利用に関しても，従来の伝統的な物理的蔵書中

心とした閲覧室のレイアウトではなく，印刷資料とデ

ィジタル資料の利用を融合化するために，本稿で提案

した，テーマ毎に資料やサービスを統合化し，利用者

にワンストップサービスを提供するという新しいレイ

アウト方式を採用することでハイブリッド図書館にお

ける利用者サービスを，そして図書館への利用者満足

度を最大化できるであろう． 
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